


Rehabilitation

看護部
Nurse マスクの正しい使い方

マスクには、咳やくしゃみの飛散を防いだり、菌やホコリ等の粒子をキャッチして
体内に侵入することを防ぐ働きがあります。
ウィルスや菌の浸入を防ぐためにはマスクと顔の隙間を作らないことが重要です。
隙間があることでマスクのフィルターを通さずに吸い込まれる
空気が多くなり、それだけでマスクの効果が低くなります。
マスクにはウィルスや菌が付着しているので、なるべく触ら
ないようにし、１日１枚程度交換することが大切です。

装着する時

１）ゴムの部分を持ち、上の方に移動させます。
２）フィルター部分の表面に触らないように注意して顔から外し廃棄しましょう。
３）すぐに手を洗いましょう。

外す時

 

    リハビリ
テーション部

Rehabilitation ドライビングシミュレーター

和歌山県は公共交通機関が十分ではなく、日常的に自動車を必要とされる方が多い
ため当院では、運転再開を希望される主に脳疾患の疾病らの患者様に対し
院内での机上検査、ドライビングシミュレーター (HONDAセーフティナビ )
停止した車両を利用した停止車両評価を実施。
さらに去年からは近隣の自動車学校での実車評価を行い、これらの結果を総合的に
判断して診断書を作成し、助言や改造車の提案を行うようにしています。

机上での検査
( 神経心理学的検査 )

ドライビングシミュレーター
停止車両評価

自動車運転再開についてだけではなく、対象となる方自身や御家族が、傷病の後遺症として
表面化しにくい症状や能力について認識する機会ともなっています。

● 院内評価での注意点を意識して実車でも運転することができた。
● 教官や作業療法士を乗せて運転することで緊張感を持った状態で運転することができた。
● 普段見ることがない自分の運転を見ることができたので自分の運転の注意するところを確認できた。
● 言われたことを守って運転しようと思う。

体験者の感想

実車評価

運動機能の低下にあわせハンドルノブを
つけた状態での実車評価を実施

ゴムを持って外す

１）マスクの表裏を確認しましょう。
　　プリーツ（折り目）が下向きになるようにつけましょう。
２）ゴムひもで固定し、鼻・口・顎を覆いましょう。
　　特に鼻と口の両方を確実に覆うことがポイントです。
３）鼻の部分を押さえてフィットするよう調整しましょう。
４）隙間がないように調整しましょう。

正しい装着

鼻のラインに
合わせて
折られている

鼻が隠れていない

プリーツが
開いていない

鼻とあごが
かくれている
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